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６
月
７
日
（
日
）
今
年
も
大
羽

尾
の
子
ど
も
達
を
は
じ
め
、
岩
美

北
小
学
校
の
児
童
や
地
区
外
の

子
ど
も
達
約　

名
が
参
加
し
、
大

30

勢
の
観
衆
が
見
守
る
中
、
因
幡
の

菖
蒲
綱
引
き
・
相
撲
が
行
わ
れ
、

活
気
あ
ふ
れ
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
綱
を
編
む
た
め
に
大
羽

尾
の
菖
蒲
綱
引
き
保
存
会
、
子
ど

も
会
の
保
護
者
、
子
ど
も
達
が
午

前
８
時
に
大
羽
尾
神
社
に
集
合

し
ま
し
た
。
因
幡
の
菖
蒲
綱
引
き

は
、
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
健
康

を
願
っ
て
古
く
か
ら
こ
の
地
域

に
伝
わ
る
伝
統
文
化
。
た
だ
、
最

近
は
少
子
化
の
影
響
で
地
区
の

子
ど
も
達
が
少
な
く
な
り
、
伝
統
行
事
継
続
の
危
機
と
大
羽
尾
菖
蒲

の
綱
引
き
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
は
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
因
幡
の
菖
蒲
綱
引
き
を
町
民

一
丸
と
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
９
年
６
月
６
日
、
焼
失
民
家
１
４
９
戸

（
地
区
戸
数
の
約
７
割
）・
被
災
者
７
、
２
０

０
人
の
大
火
災
と
な
っ
た
岩
井
の
大
火
。
も
う

あ
れ
か
ら　

年
の
時
が
経
過
し
ま
し
た
。

75

　

二
度
と
あ
の
よ
う
な
惨
事
を
繰
り
返
さ
ぬ

よ
う
に
と
、
今
年
も
６
月
６
日
（
土
）
岩
美
町

消
防
団
、
岩
美
消
防
署
合
同
に
よ
る
消
防
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
訓
練
は
、
岩
井
温
泉
街
で
車
両
の
衝

突
事
故
と
建
物
火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
者
の

救
出
救
護
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

岩
井
分
団
と
岩
美
消
防
署
並
び
に
湖
山
消

防
署
の
は
し
ご
車
の
出
動
に
よ
り
、
迅
速
に
消

防
団
と
消
防
署
が
連
携
し
、
被
害
を
最
小
限
に

す
る
活
動
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
訓
練
前
に
は
岩
井
保
育
園
児
に
よ
る

防
火
パ
レ
ー
ド
も
行
わ
れ
、
火
災
予
防
を
よ
び

か
け
ま
し
た
。

岩井の大火（昭和9年6月6日）から75年
町民の安心・安全・財産を守るため、消防訓練実施
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国の重要無形民俗文化財　因幡の菖蒲綱引き開催
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